
初診時
患者情報

・年 齢 ： 72歳（初診時67歳）

・性 別 ： 男

・全身疾患： 糖尿病、高血圧

・主 訴 ： 左上歯が痛い

・希 望 ： 歯はできるだけ残したい

今までと同じように長く噛めるようにしたい

ずっと健康でいたい
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P.g菌 T.d菌 T.f菌

2017年11月 2018年2月 2020年4月 2020年12月 2021年6月 2021年9月 2022年7月 2022年11月
P.g菌 1040 15 314402 64 19518 0 193227 3509
T.d菌 2424 46 0 0 0 0 0 0
T.f菌 4368 57 13017 5047 4247 0 12698 0
Red Complex 7832 118 327419 5111 23765 0 205925 3509

+

・細菌数の減少のために、セルフケア指導と頻回のプロフェッショナルケア（PMTC、歯周ポケット内洗浄等）を

・保険外診療で約2か月間行った。

・歯周病原因細菌減少のために、抗菌薬を2種（ジスロマック、フラジール）を内服で投薬した。
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・糖尿病（HbA1c）と歯周病原因細菌量の関係は、この症例では比例するものではなかった。

・実際には注射薬（服薬）や生活習慣（運動、食事など）がより大きな因子と働いている可能

・性がある。

・HbA1cの数値が高いほど、歯周病の状態は関係なく歯周病原因細菌は高い数値を示した。

・HbA1cの数値が高くなると歯周病原因細菌は増えやすくなる可能性が考えられる。糖尿病

・患者は歯周組織の状態が問題なくても、定期的にr-PCR検査を行い、歯周病増悪因子の監

・視を行うべきであるか考えている。

・r-PCRで具体的な検査数値を示すことで糖尿病の状態（HbA1cの数値）への関心が向上し、

・患者自身の健康への意識がより高くなった。そして、健康へのモチベーションの維持にも

・役立った。


